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　はじめに

イソハゼ属 Eviota Jenkins, 1903はインド・太平

洋の温帯域から熱帯域に分布し，岩礁やサンゴ礁

を主な生息域とする小型のハゼ科魚類である（鈴

木ほか，2004）．これまでに本属魚類は 118有効

種が報告されており（Greenfield, 2017；Greenfield 

et al., 2018, 2019；Fujiwara et al., 2019），Fujiwara 

et al. (2019)により新たにアマミコイソハゼ Eviota 

amamiko Fujiwara, Suzuki and Motomura, 2019が屋

久島，加計呂麻島および西表島から得られた 3個

体の標本に基づき記載された．

2018年 10月に鹿児島県沖永良部島沖で採集さ

れた 1個体のイソハゼ属の標本が，アマミコイソ

ハゼに同定された．本標本は，本種の沖永良部島

からの初記録となるためここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Greenfield and Winterbottom 

(2016)と Fujiwara et al. (2019)にしたがった．標

本の作製，登録，撮影および固定方法は本村（2009）

に準拠した．標準体長は体長または SLと表記し

た．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位

まで行い，計測値は体長に対する百分率（%）で

示した．胸鰭と腹鰭，頭部感覚孔の観察，および

鱗の計数・計測にはサイアニンブルーを用いた．

色彩の記載は Fig. 1に基づく．本報告に用いた標

本は近畿大学農学部（KUN）に保管されている．

　結果と考察

Eviota amamiko Fujiwara, Suzuki and Motomura, 2019

アマミコイソハゼ　（Fig. 1）

標本　KUN-P 48948，体長 10.1 mm，鹿児島県

沖永良部島田皆岬沖（27°24′14″N, 128°31′48″E），

水深 18 m，荻野　星，たも網，2018年 10月 23日．

記載　背鰭鰭条数 VI + I, 8；臀鰭鰭条数 I, 8；

胸鰭軟条数 14；腹鰭鰭条数 I, 4；縦列鱗数 23；

横列鱗数 5．

体各部の体長に対する割合（%）：頭長 31.1；

吻長 7.0；眼窩径 10.3；上顎長 12.0；体高 16.7；

第 1背鰭前長 36.7；第 2背鰭前長 58.7；臀鰭前長

60.2；尾柄長 24.6；尾柄高 12.2；胸鰭長 34.5；腹

鰭長 35.0．

体は細長く，側扁する．吻端は丸みを帯びる．

鼻孔は 2対で眼の前方に位置する．前鼻孔は管の

先端で開孔し，後鼻孔は楕円形．口裂は斜位で上

顎後端は眼の中央直下に位置する．眼は大きく，

両眼間隔は狭い．頭部の感覚管開孔はない．第 1

背鰭は第 2棘が最長となり，第 3–6棘に向かうに

つれ短くなる．第 1背鰭起部は胸鰭基部後端上方

よりやや後方に位置する．第 2背鰭は第 4軟条が

最長となり，第 8軟条は基底部付近で分枝する．

第 2背鰭起部は肛門上方に位置する．臀鰭は第 3

軟条が最長となり，第 8軟条は基底部付近で分枝

する．臀鰭起部は第 2背鰭第 2軟条下方に位置す

る．胸鰭は第 2背鰭第 3軟条下方まで達する．腹

鰭基部は鰓蓋後端下方に位置する．腹鰭は基膜が

なく，鰭条がそれぞれ分離する．尾鰭は截形．

色彩　生鮮時の色彩—体の地色は一様に橙色
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で，尾柄部では白色．頭部は吻から下顎にかけて

濃い赤色を呈し，頬部から峡部にかけて淡い橙色

を呈する．虹彩は赤色で，橙色の放射状帯がある．

眼を起点として 3本の褐色帯があり，それぞれ側

頭部，眼後部，眼下部に向かって伸長する．鰓蓋

部から側頭部にかけて赤褐色斑が散在する．鰓蓋

部から胸鰭基部にかけて不明瞭な褐色帯が伸び

る．躯幹部から尾柄にかけて 5本の茶褐色の横帯

がある．躯幹部にある鱗の縁辺部に褐色点が点在

する．尾柄の背側と腹側にそれぞれ小さい赤色斑

が 1つずつある．第 1背鰭は鰭条が赤色，鰭膜が

橙色を呈する．第 2背鰭は鰭条に赤色と白色の縞

模様があり，鰭膜は淡い橙色を呈する．臀鰭は透

明で，基底付近に褐色斑が点在する．胸鰭は鰭条

に淡い赤色を呈し，鰭膜は透明．腹鰭は透明．尾

鰭の基底部は赤色で，中央部に不明瞭な褐色斑が

ある．尾鰭の鰭条は淡い赤色を呈し，鰭膜は透明．

分布　本種は日本の屋久島，加計呂麻島およ

び西表島からのみ報告されており（Fujiwara et al., 

2019），本研究により新たに沖永良部島における

分布が確認された．

備考　観察標本は頭部に感覚管開孔を欠くこ

と，背鰭と臀鰭の軟条数がそれぞれ 8であること，

胸鰭軟条数が 14であること，腹鰭第 5軟条を欠

くことなどからFujiwara et al. (2019)の記載したE. 

amamikoの特徴とよく一致したため，本種に同定

された．

本種は鈴木ほか（2004）にてイソハゼ属の 1

種 -5Eviota sp. 5として初めて報告され，Moto-

mura and Harazaki (2017)や萩原（2018, 2019）で

はシマイソハゼ属の 1種 Trimmatom sp.として扱

われていた（Fujiwara et al., 2019）．
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Fig. 1. Fresh specimens of Eviota amamiko. KUN-P 48948, 10.1 mm SL, off Tamina Cape, Okinoerabu Island, Amami Islands, Kagoshima 
Prefecture, Japan.
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